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 これらの問題を解決するためにLine-based法や2-D Dual Scan Architecture 
(DSA), Z-scan法等が提案された．しかし, これらの手法では高速・小面積・低消




限活用できるようにした. さらに, 外部メモリへの係数配置について, 各サブバ
ンドに属する係数をまとめてから出力することにより, 多重レベル変換時にアク
セス効率が落ちないようにした. また, 変換法を改良して外部メモリのバースト
アクセスを最大限利用できるようにし，回路全体のスループットを向上した．ま
た，提案手法は外部・内部メモリアクセス回数を削減することにより，消費電力
の低減も実現した．評価結果より, 提案手法は高速・小面積・低消費電力を達成
できることが分かった. 
 
